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に
係
る
住
宅
の
取
得
等
が
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
若
し
く
は
買
取
再
販
認
定
住
宅
等
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

る
場
合
又
は
同
条
第
十
三
項
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
当
該
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成
十
一
年
若
し
く
は
平
成
十
二

年
で
あ
る
場
合
、
当
該
居
住
日
が
平
成
十
三
年
前
期
内
の
日
で
あ
る
場
合
又
は
」
を
削
り
、「
十
四
年
内
と
し
、
同
条

第
十
三
項
又
は
」
を
「
十
四
年
内
と
し
、
当
該
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
四
年
若
し
く
は
令
和
五
年
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
居
住
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
が
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
、
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
、
認
定
住
宅
等
の
新
築

等
若
し
く
は
買
取
再
販
認
定
住
宅
等
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
当
該
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
六

年
若
し
く
は
令
和
七
年
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居
住
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
が
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
若
し
く
は
買

取
再
販
認
定
住
宅
等
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
同
条
第
十
三
項
若
し
く
は
」
に
、「
同
条
第
四
項
」

を
「
同
条
第
二
項
中
「
二
千
万
円
（
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
四
年
か
ら
令
和
七
年
ま
で
の
各
年
で
あ
り
、か
つ
、

そ
の
居
住
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
が
第
四
十
一
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
に
該
当
す
る
も

の
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
又
は
同
条
第
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
住
宅
等

の
新
築
等
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
千

万
円
）」と
あ
る
の
は
「
三
千
万
円
」
と
、
同
条
第
四
項
」
に
、「
中
「
、
」を
「
中
「
よ
り
、」に
、「
は
「
、
」を「
は「
よ

り
、」に
改
め
、「
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成
十
一
年
若
し
く
は
平
成
十
二
年
で
あ
る
場
合
、
居
住
日
が
平
成
十
三
年

前
期
内
の
日
で
あ
る
場
合
又
は
」
を
削
り
、「
中
「
居
住
日
」」を
「
中
「
居
住
日
の
属
す
る
年
分
」」に
、「
規
定
す
る
居

住
の
用
に
供
し
た
日
」」を
「
規
定
す
る
居
住
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
年
分
」」に
、「
八
年
内
（
第
四
十
一
条
第
十

三
項
又
は
」
を
「
令
和
七
年
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
三
年
ま
で
」
と
、「
八
年
内
（
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和

四
年
若
し
く
は
令
和
五
年
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居
住
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
が
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
、
買
取
再

販
住
宅
の
取
得
、認
定
住
宅
等
の
新
築
等
若
し
く
は
買
取
再
販
認
定
住
宅
等
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、

居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
六
年
若
し
く
は
令
和
七
年
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居
住
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
が
認
定

住
宅
等
の
新
築
等
若
し
く
は
買
取
再
販
認
定
住
宅
等
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
第
四
十
一
条
第
十

三
項
若
し
く
は
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
五
第
七
項
第
一
号
中
「
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改

め
、
同
条
第
十
六
項
第
二
号
中
「
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
五
の
二
第
七
項
第
一
号
中
「
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
八
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。）又
は
都
道
府
県
等
が
適

当
と
認
め
る
者
が
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
（
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
財

務
省
令
で
定
め
る
者
を
含
む
。）で
あ
つ
て
財
務
省
令
で
定
め
る
支
援
を
受
け
て
い
る
も
の
に
対
し
て
行
う
金
銭
の

貸
付
け
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
賃
貸
住

宅
の
家
賃
を
援
助
す
る
た
め
に
行
う
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
き
、
当
該
貸
付
け
を
受
け
た
者

又
は
そ
の
者
の
相
続
人
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
者
が
、
当
該
貸
付
け
に
係
る
債
務
の
免
除
を
受
け
た
場
合

に
は
、
当
該
免
除
に
よ
り
受
け
る
経
済
的
な
利
益
の
価
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
を
課
さ
な
い
。

第
四
十
一
条
の
十
九
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一

日
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
十
九
の
二
第
一
項
中
「
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」に
、「
第

三
項
に
」
を
「
次
項
に
」
に
、「
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
次
条
第
六
項
」
を
「
及
び
次
項
並
び
に
次
条
第
四
項
及
び
第

七
項
」
に
、「
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
及
び
第

八
項
」
を
「
同
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
耐
震
改
修
工
事
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
耐
震
改

修
工
事
限
度
額
」
を
「
二
百
五
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
二
百
五
十
万
円
と
す
る
。
同
項
に
お
い
て
「
控
除
対
象

耐
震
改
修
標
準
的
費
用
額
」
と
い
う
。」に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同

条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
す

る
。

第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
中
「
金
額
。
以
下
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
七
項
」
を
、「
も
の
に
限
る
」
の

下
に
「
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
対
象
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
」
と
い
う
」
を
加
え
、「
当
該
高

齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
」
を
「
当
該
対
象
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
」に
、「
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
」

を
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
、「
を
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
」
を
「
を
当
該
対
象
高
齢
者
等
居
住

改
修
工
事
等
」
に
、「
改
修
工
事
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
改
修
工
事
限
度
額
」
を
「
二
百
万
円
を
超
え
る

場
合
に
は
、
二
百
万
円
と
す
る
。
第
七
項
に
お
い
て
「
控
除
対
象
標
準
的
費
用
額
」
と
い
う
。」に
改
め
、
同
条
第
二

項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
、
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
及
び
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
、「
令
和
三
年
十

二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
、「
断
熱
改
修
工
事
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
断

熱
改
修
工
事
限
度
額
」
を
「
二
百
五
十
万
円
（
対
象
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
と
し
て
第
十
項
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事

を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
百
五
十
万
円
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
超
え
る
場
合
に
は
、
二
百
五
十
万

円
と
す
る
。
第
七
項
に
お
い
て
「
控
除
対
象
断
熱
改
修
標
準
的
費
用
額
」
と
い
う
。」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項

と
し
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
金
額
。
以
下
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
七
項
」
を
加
え
、「
標
準

的
費
用
額
」
を
「
多
世
帯
同
居
改
修
標
準
的
費
用
額
」
に
改
め
、「
も
の
に
限
る
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
及
び
第

七
項
に
お
い
て
「
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
」
と
い
う
」
を
加
え
、「
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
」を「
当

該
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
」
に
、「
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」に
、

「
を
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
」
を
「
を
当
該
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
」
に
、「
）
の
」
を
「
と
す
る
。

第
七
項
に
お
い
て
「
控
除
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
標
準
的
費
用
額
」
と
い
う
。）の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
こ
の
項
及
び
第
八
項
」
を
「
こ
の
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
こ
の
項
か
ら
第
八
項

ま
で
」
を
「
第
七
項
ま
で
」
に
、「
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
、「
次
項
及

び
第
八
項
」
を
「
次
項
及
び
第
六
項
」
に
、「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
、「
）
の
」
を
「
と
す
る
。
第
七
項
に
お
い

て
「
控
除
対
象
耐
震
耐
久
性
向
上
改
修
標
準
的
費
用
額
」
と
い
う
。）の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同

条
第
七
項
中
「
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」

に
、「
第
十
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
項
第
三
号
」
に
、「
）
の
」
を
「
と
す
る
。
第
七
項
に
お
い
て
「
控
除
対
象
断
熱

耐
久
性
向
上
改
修
標
準
的
費
用
額
」
と
い
う
。）の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
令
和

三
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
、「
第
十
一
項
第
三

号
」
を
「
第
十
項
第
三
号
」
に
、「
）
の
」
を
「
と
す
る
。
次
項
に
お
い
て
「
控
除
対
象
耐
震
断
熱
耐
久
性
向
上
改
修

標
準
的
費
用
額
」
と
い
う
。）の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

個
人
が
、
当
該
個
人
の
所
有
す
る
居
住
用
の
家
屋
に
つ
い
て
住
宅
耐
震
改
修
、
対
象
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事

等
、
対
象
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
、
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
、
対
象
住
宅
耐
震
改
修
又
は
対
象
耐
久
性
向

上
改
修
工
事
等
を
し
て
、
当
該
居
住
用
の
家
屋
を
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
前
各
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
限

り
、
当
該
個
人
の
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
年
分
の
所
得
税
の
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
当
該
金
額
が
千
万
円
か
ら
当
該
住
宅
耐
震
改
修
、
対
象
高
齢
者
等
居
住

改
修
工
事
等
、
対
象
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
、
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
、
対
象
住
宅
耐
震
改
修
又
は
対
象

耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
係
る
控
除
対
象
耐
震
改
修
標
準
的
費
用
額
、
控
除
対
象
標
準
的
費
用
額
、
控
除
対
象

断
熱
改
修
標
準
的
費
用
額
、
控
除
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
標
準
的
費
用
額
、
控
除
対
象
耐
震
耐
久
性
向
上
改
修
標

準
的
費
用
額
、
控
除
対
象
断
熱
耐
久
性
向
上
改
修
標
準
的
費
用
額
及
び
控
除
対
象
耐
震
断
熱
耐
久
性
向
上
改
修
標

準
的
費
用
額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
）
の
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。）を
控
除
す
る
。

一

前
条
第
一
項
又
は
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
（
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲

げ
る
場
合
を
除
く
。）
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
当
該
住
宅
耐
震
改
修
、
対
象
高
齢
者
等

居
住
改
修
工
事
等
、
対
象
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
及
び
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
係
る
耐
震
改
修
標
準

的
費
用
額
、
標
準
的
費
用
額
、断
熱
改
修
標
準
的
費
用
額
及
び
多
世
帯
同
居
改
修
標
準
的
費
用
額
の
合
計
額（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
標
準
的
費
用
合
計
額
」
と
い
う
。）を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
標
準
的
費
用
合
計
額
）

イ

当
該
住
宅
耐
震
改
修
に
係
る
耐
震
改
修
標
準
的
費
用
額
か
ら
二
百
五
十
万
円
を
控
除
し
た
金
額

ロ

当
該
対
象
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
係
る
標
準
的
費
用
額
か
ら
二
百
万
円
を
控
除
し
た
金
額

ハ

当
該
対
象
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に
係
る
断
熱
改
修
標
準
的
費
用
額
か
ら
二
百
五
十
万
円
（
対
象
一
般
断

熱
改
修
工
事
等
と
し
て
第
十
項
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
百
五
十
万
円
）
を
控

除
し
た
金
額


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